
　 菌類と は、 一般にかび、 き のこ 、 酵母などと 呼ばれている 生物

群の総称である 。肉眼では見る こ と のでき ない微細なも のが多く 、

採集や種を 特定する こ と は容易でない。 こ のため、 こ れまでに確

認さ れた菌類はおよ そ1 0 万種と さ れている が、 こ れら は現存す

る 菌類の数％に過ぎないと 推定さ れ、 未知種があまり にも 多い。

私たち の目につき やすい菌類は、 担子菌門や一部の子のう 菌門の

う ち 肉眼で観察でき る大き さ の生殖器官、 すなわち 子実体を 形成

する き のこ 類である 。 き のこ 類の本体は菌糸である が、 菌糸が直

接観察さ れるこ と は少なく 、 通常は子実体の観察によ っ て同定さ

れ、 生息実態が推測さ れる 。 こ れは、 調査手法と し ては間接的で

あり 、 サン プリ ン グは断片的である 。 こ のよ う な調査条件下でよ

り 正確な生息実態を 知る ためには、 長期に及ぶ観察記録の蓄積が

重要である 。

　 近年で は分子生物学的な手法によ る 同定が行われる よ う にな

り 、 子実体観察に頼っ ていた同定に客観的な裏付けが与えら れる

よう になっ た。 こ れら の結果が整理さ れ、 少し ずつではある がき

のこ 類の分布に関する情報が集積さ れている 。 こ のため、 菌類に

おける 絶滅危惧種の選定は、前刊の「 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ

ク 2 0 1 3 植物編」 と 同じ く 、 対象を き のこ 類に限定し た。

　 き のこ 類を養分の摂り 方の違いで区分する と 、 一つのグループ

は種々の樹木と 共生し て、 養分の受け渡し を し ている 菌根性き の

こ である 。 も う 一つのグループは、 森林内の倒木や落葉などの有

機物を 分解し て養分と する 腐生性き のこ で、 各樹種へ特異的に生

息する 種類も みら れる。 島根県では、 コ ナラ にアカ マツ が混交す

る 雑木林（ 二次林）、 中国山地の標高約7 0 0 ｍ以上に分布する ブ

ナ林と ミ ズナラ 林、 低地に分布する シイ ・ カ シを 主体と し た照葉

樹林、 海岸沿いの防風ク ロ マツ 林など、 さ まざまな森林が成林し

ており 、森林の種類ごと にき のこ 類の分布を 確かめる 必要がある 。

　 絶滅危惧種の選定は各種の分布調査に基づいて行われるべき で

ある が、 当初の「 し まねレ ッ ド データ ブ ッ ク 2 0 0 4 」 では2 0 0 0

年に環境庁が選定し た絶滅危惧種のう ち 、 本県において分布が確

認さ れた種を 中心に7 種を 選定し た。 こ れら はいずれも ブナ林に

生息し 、 温暖化によっ てブナ林が減少すれば生息が危ぶまれる と

考えら れた。 こ のう ち 、 絶滅危惧Ⅰ類（ CR+ EN ） と し たク チキ

ト サカ タ ケ、 ムカ シオオミ ダレ タ ケ、 ツ ヤナシマン ネン タ ケ、 エ

ビタ ケ、 タ マチョ レ イ タ ケは県内での分布密度がき わめて低い種

であり 、本改定版においても 同じ カ テゴリ ーと し た。前刊（ 2 0 1 3 ）

まで絶滅危惧Ⅱ類（ VU ） と し ていたウスキブ ナノ ミ タ ケと ツ キ

ヨ タ ケは、 その後の調査でブナ林内に優先的に生息し ている こ と

が確かめら れ、 本改定版では準絶滅危惧（ N T） へ移動さ せた。

　 マツ 林では、 燃料革命後に落葉や落枝が焚き つけと し て利用さ

れなく なり 、 こ れにと も なう 土壌の富栄養化や草地化はき のこ 類

の分布に影響を 及ぼし 、 一部の種は生息域の矮小化が心配さ れる

よう になっ た。 また、 松く い虫被害によ る マツ林の減少は、 本県

の森林環境を 激変さ せた。 貧栄養土壌のマツ 林に生息し ていた

マツ タ ケは環境変化の影響を 大き く 受け、 1 9 7 5 年には県内3 0

市町村（ 合併前） でみら れた発生が、 1 9 9 0 年には6 町（ 合併前）

に減少し 、 現在ではマツ タ ケ産地と 呼べる 地域は皆無と なっ た。

　 前刊（ 2 0 1 3 ） で は、 こ れ以上にマ ツ 林土壌が成熟し 、 ま た

マツ 林減少が進むこ と によ っ て絶滅が危惧さ れる ホン ショ ウロ 、

シ ョ ウロ およ びヌ メ リ アイ タ ケの3 種を 準絶滅危惧（ N T） に選

定し た。 さ ら に、 本改定版ではこ のカ テゴリ ーへ、 同じ く マツ林

に分布する シモコ シ、 マツ バハリ タ ケを 追加し た。 なお、 ヌ メ リ

アイ タ ケは2 0 0 4 年に確認し て以来、 その後は子実体が観察さ れ

ないため、 本改定版では情報不足（ DD） へ移動さ せた。

　 2 0 2 3 年には、 島根県内で亜熱帯性の発光菌である ヤコ ウタ ケ

に類似する き のこ が採集さ れた。 温暖化によ る ヤコ ウタ ケの生息

域拡大も 視野に入れて調査さ れた結果、 採集さ れたき のこ は形態

的に既知種と の相違点があり 、 分子生物学的な情報を 併せた判断

によ り 、 ヤコ ウタ ケと は別種と さ れた。 本種は青森県と 鳥取県で

も 確認さ れ、 それぞれの採集地に共通し た環境は湿度が保たれる

広葉樹林である こ と 、 積雪がみら れる こ と であっ た。 こ のため、

日本菌学会大会において、 和名にユキグニヤコ ウタ ケ（ 仮称） が

提案さ れた。 本種の分布は矮小で、 点在し ている こ と から 、 生息

地にはいく つかの生育条件が適切に備わっ ている と 考えら れる。

本県の豊かな自然を 維持する ための指標生物と し て、 本改定版で

は本種を 準絶滅危惧（ N T） に選定し た。

（ 冨川康之）

参考文献
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－2 0 2 1 ～2 0 2 4 年の新規同定種－． 島根県中山間地域研究セン

タ ー研究報告， 2 1 ： 3 5 -4 2 ．

冨川康之（ 2 0 0 6 ）子実体懸濁液散布によ るク ロ マツ苗畑でのショ
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菌類掲載種一覧 計1 3 種

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
• ク チキト サカ タ ケ • ムカ シオオミ ダレ タ ケ • ツヤナシマン ネン タ ケ

• エビ タ ケ • タ マチョ レ イ タ ケ 計5 種

準絶滅危惧（ N T ）
↓ウスキブナノ ミ タ ケ ○ユキグニヤコ ウタ ケ（ 仮称） ↓ツキヨ タ ケ

○シモコ シ • ホンショ ウロ • ショ ウロ

○マツ バハリ タ ケ 計7 種

情報不足（ D D ）
◆ヌ メ リ アイ タ ケ 計1 種

【 記号説明】

• ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 7 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 0 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 2 種）

○： 新規掲載種（ 3 種）

◇： 情報不足から の変更種（ 0 種）

◆： 情報不足への変更種（ 1 種）
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選定理由

　 日本固有種であり 、 分布はまれである。 県内では西部地域のブナ林の

みで分布が確認さ れている。 ブナ林の減少と と も に、 県内での絶滅が危

惧さ れる。

概　 　 要

　 子実体は塊状に発生し 、 のちにこ ん棒状あるいは先端が扁平なこ ん棒

状の突起を 放射状に形成する。 こ ん棒状突起は直径0 .5 ー1 cm、 長さ 通

常1 ー3 cm。 全体の大き さ は直径2 .5 ー1 0 cm、 高さ 2 .5 ー7 cm。 表面

は灰黄色から 明るい灰緑色、 のち淡オリ ーブ褐色から オリ ーブ褐色。 子

のう はこ ん棒状から 円筒形、 無弁子のう で、 頂孔はヨ ード 反応陰性、 8

個の胞子を 有し 、 6 5 ー1 0 0 ×4 .5 ー7 µm。 胞子は楕円形、 無色ある い

はわずかに緑色をおび、 6 ー7 ×2 .5 ー4 µm、 2 ー3 個の油球がある。

　 本州、 四国、 九州のブナ林に分布し 、 夏季から 秋季にブナの倒木や立

ち枯れた樹幹の地際付近に発生する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部のブナ林において、 2 0 0 2 年に最初の分布が確認さ れた。 子実

体は倒木や立ち枯れたブナの比較的乾燥し にく い部位に発生する。

存続を脅かす原因

　 生息域の狭小化、 基質であるブナ倒木の減少、 生育場所の乾燥化。

（ 執筆者： 冨川　 康之）

●参考文献

今関六也・ 本郷次雄（ 1 9 8 9 ） 原色日本新菌類図鑑（ Ⅱ）． 3 1 5 pp． 保育社， 大阪．
今関六也・ 大谷吉雄・ 本郷次雄（ 2 0 1 1 ） 増補改訂新版 日本のき のこ ． 山と 渓谷社， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 宮崎惠子

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ク チキト サカ タ ケ
ビョ ウタ ケ目ビョ ウタ ケ科

Asco clavu l in a  saka ii

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 国内における分布はまれである 。 県内では西部地域のブナ林のみで分

布が確認さ れている。 ブナ林の減少と と も に、 県内での絶滅が危惧さ れ

る。

概　 　 要

　 子実体は平たい丸山形から やや馬蹄形、 無柄で、 傘の側面が基質に付

着し 、 半円形と なる 。 幅は3 ー1 5 cm、 基部の厚さ 1 ー5 cm。 乳白色か

ら 淡黄褐色または淡桃褐色。 肉質はやや多湿で寒天質を 含み、 も ろ く 、

乾燥する と いち じ る し く 収縮し て 原形を 失う 。 傘上面は長さ 1 ー5 mm

の羽毛状に分枝し た毛に覆われ、下面は放射状から 迷路状のひだと なる。

胞子は倒卵形、 無色、 平滑、 1 0 ー1 2 ×4 ー7 µm、 薄壁、 非アミ ロイ ド 。

子実体は真正担子菌綱タ マチョ レ イ タ ケ目に類似するが、 隔壁をも つ担

子器を形成するため、 異型担子菌綱キク ラ ゲ目に所属する。

　 国内では北海道、 本州、 四国、 九州のブナ林に分布し 、 夏季から 秋季

に発生する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部のブナ林において、 2 0 0 2 年に最初の分布が確認さ れた。 生育

地は腐朽の進んだブナなど広葉樹の倒木が多く ある地域で、 子実体は倒

木の比較的乾燥し にく い部位に発生する 。

存続を脅かす原因

　 生息域の狭小化、 基質であるブナなど広葉樹の倒木が減少、 生育場所

の乾燥化。

（ 執筆者： 冨川　 康之）

●参考文献

CAB I B iosc ie nce（ 2 0 2 5 ） In de x  Fung o rum． h ttp ： //w w w .in d ex fun g o rum .o rg ，（ 2 0 2 5 年9 月1 6 日閲覧）
今関六也・ 本郷次雄（ 1 9 8 9 ） 原色日本新菌類図鑑（ Ⅱ）． 3 1 5 pp． 保育社， 大阪．
早乙女 梢（ 2 0 2 1 ） 多孔菌類の種多様性の解明と 分類学的位置に関する 研究． 日本き のこ 学会誌， 2 9 (1 )： 1 5 -2 1 ．

カ テゴリ ー区分
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島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 宮崎惠子

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ムカ シオオミ ダレタ ケ
キク ラ ゲ目キク ラ ゲ科

Pro to d aed a lea  fo l iace a

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 国内における分布は比較的まれである。 県内では東部および西部地域

のブナ林で分布が確認さ れている 。 本種はおも にブナの腐朽材上に生育

するため、 ブナ林の減少と と も に、 県内での絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 子実体は傘と 柄から なる。 傘は腎臓形、 扁平から 貝殻状に湾曲し 、 幅

3 ー1 0 cm、厚さ 3 ー1 0 mm。 傘上面は殻皮で被われ、灰褐色から 肉桂色、

にぶい光沢があり 、 浅い環溝と 放射状のし わがみら れる。 肉は黄褐色、

厚さ 3 ー8 mm。 傘下面は管孔状、 灰褐色。 孔口は円形、 微細で7 ー8 個

／mm。 柄は通常傘の片側につき 、 長さ 5 ー1 0 cm、 幅0 .5 ー1 .5  cm。

柄表面は傘表面と 同色で、厚く 堅い殻皮で被われ、中実。 胞子は類球形、

無色、 平滑、 5 ー6 .5 ×5 µm、 薄壁、 非アミ ロイ ド 。

　 国内では本州、 四国、 九州のブナ林に分布し 、 ブナなど広葉樹の倒木

や切り 株に発生する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部およ び西部のブナ林において、 2 0 0 2 年に最初の分布が確認さ

れた。 生育地は比較的乾燥し にく い場所であり 、 腐朽の進んだブナなど

の倒木に認めら れる。

存続を脅かす原因

　 生息域の狭小化、 基質であるブナなど広葉樹の倒木が減少、 生育場所

の乾燥化。

（ 執筆者： 冨川　 康之）

●参考文献

今関六也・ 本郷次雄（ 1 9 8 9 ） 原色日本新菌類図鑑（ Ⅱ）． 3 1 5 pp． 保育社， 大阪．
今関六也・ 大谷吉雄・ 本郷次雄（ 2 0 1 1 ） 増補改訂新版 日本のき のこ ． 山と 渓谷社， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 島根県自然環境課

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ツヤナシマンネンタ ケ
タ バコ ウロコ タ ケ目タ バコ ウロコ タ ケ科

Pyrrh o d e rm a  sen d a ie n se

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 国内における分布は比較的まれである。 県内では東部および西部地域

のブナ林で分布が確認さ れている 。 本種はおも にブナの腐朽材上に生育

するため、 ブナ林の減少と と も に、 県内での絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 子実体は半円形、 へら 形または扇形、 無柄で、 基部が細まり 、 傘の側

面が基質に付着する。 傘の幅5 ー2 0 cm 、 基部の厚さ 1 ー4 cm。 傘上面

は不規則な粒状の突起を おびて粗荒、 灰白色から 栗褐色。 肉は類白色、

肉質は繊維質で放射状に裂く こ と ができ るが、 乾く と いちじ るし く 堅く

なる。 傘下面は管孔状で、 白色から 褐色。 孔口は円形、 微細で4 ー5 個

／mm。 胞子は広卵形、 淡黄色、 2 0 ー2 4 ×1 4 ー1 6 .5 µm、 二重構造の

マンネンタ ケ型で、 非アミ ロイ ド 。

　 国内では本州、 四国、 九州のブナ林に分布し 、 比較的まれな種で、 ブ

ナなどの広葉樹の倒木、 切り 株、 立ち枯れた幹の地際近く に発生する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部およ び西部のブナ林において、 2 0 0 2 年に最初の分布が確認さ

れた。 生育地は倒木および立ち枯れたブナが比較的多い森林で、 子実体

はと く に立ち枯れたブナ樹幹の基部に発生し やすい。

存続を脅かす原因

　 ブナ林の減少による生息域の狭小化。

（ 執筆者： 冨川　 康之）

●参考文献

今関六也・ 本郷次雄（ 1 9 8 9 ） 原色日本新菌類図鑑（ Ⅱ）． 3 1 5 pp． 保育社， 大阪．
今関六也・ 大谷吉雄・ 本郷次雄（ 2 0 1 1 ） 増補改訂新版 日本のき のこ ． 山と 渓谷社， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 島根県自然環境課

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

エビタ ケ
タ マチョ レ イ タ ケ目タ マチョ レ イ タ ケ科

Gan od erm a  tsu n o d ae

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

菌
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絶
滅  
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選定理由

　 国内における分布は比較的まれである。 県内では東部と 中部地域の広

葉樹林で分布が確認さ れている。 本種はおも にブナなど広葉樹の林地に

生育するため、 ブナ林の減少と と も に、 県内での絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 子実体は傘と 柄から なる。 傘はほぼ円形、扁平で中央部がややく ぼみ、

漏斗状になる 。傘は幅4 ー1 2 cm、厚さ 0 .5 ー1 cm。傘上面は淡黄褐色で、

平たく 密着し た黄褐色の鱗片で 覆われる 。 肉は白色、 厚さ 3 ー8 mm。

傘下面は管孔状、 白色。 孔口は初め円形、 生長にと も ないやや角張り 、

放射状に長く なる。 柄はほぼ中心生、 長さ 5 ー8 cm、 幅0 .5 ー1 cm。 柄

の表面は黄白色から 汚黄色、 中実。 し ばし ば地中に長径5 ー2 0 cmの球

塊状の偽菌核をつく り 、 子実体はこ の菌核から 発生するが、 菌核を形成

せずに朽木から 発生する場合も ある。 材の白色腐朽をおこ す。 胞子は長

楕円形、 無色、 平滑、 1 0 ー1 5 ×4 ー5 .5 µm、 薄壁、 非アミ ロイ ド 。

　 国内では本州、 四国、 九州に分布し 、 ブナ林などの地上や広葉樹の倒

木に発生する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県中部の三瓶山山麓のブナ林において、 2 0 0 2 年にシデ枯枝上で最初

の子実体が確認さ れた。 2 0 2 1 年には同じ く 三瓶山においてブナ林以外

でも 分布が確認さ れた。 また、 2 0 1 2 年には県東部飯南町の広葉樹林で

も 確認さ れている 。

存続を脅かす原因

　 生息域の狭小化、 基質であるブナなど広葉樹の倒木が減少、 生育場所

の乾燥化。

（ 執筆者： 冨川　 康之）

●参考文献

今関六也・ 本郷次雄（ 1 9 8 9 ） 原色日本新菌類図鑑（ Ⅱ）． 3 1 5 pp． 保育社， 大阪．
今関六也・ 大谷吉雄・ 本郷次雄（ 2 0 1 1 ） 増補改訂新版 日本のき のこ ． 山と 渓谷社， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 宮崎惠子

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

タ マチョ レイ タ ケ
タ マチョ レ イ タ ケ目タ マチョ レ イ タ ケ科

Po lyp o ru s tu b era ste r

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 国内に広く 分布が認めら れているが、 ブナ堅果から 特異的に発生する

ため、 県内では高標高地域に点在するブナ林でのみ確認さ れている。 ブ

ナ林の減少と と も に、 県内での絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 子実体は傘と 柄から なる。 傘は初め卵形、 のちに円錐形から ほぼ平ら

に開き 、 直径5 ー7 mm。 傘上面は平滑、 黄色から 淡黄色、 のち 淡黄土

色から 類白色と なり 、湿時に条線をあら わす。 ひだは直生から やや垂生、

淡黄土色、やや疎。 柄は細長く 、長さ 5 ー7 cm、幅1 mm 、黄色から 淡黄色、

中空。 柄の基部は黄白色で根状に伸び、 淡黄色の軟毛をつける。 胞子は

卵形から 楕円形、 8 .5 ー1 2 ×4 .5 ー5 .5 µm、 初めやや粗面でアミ ロ イ ド

であるが、 成熟すると 平滑で非アミ ロ イ ド になる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 2 0 0 2 年に県西部、 2 0 0 3 年に県東部の一部地域で確認さ れ、 県内で

の分布は矮小と 考えら れたが、 現在はブナ樹下に優先的に生息し ている

こ と が知ら れている。 子実体は前年以前のブナ堅果から 発生し 、 こ の堅

果には落葉や腐植が堆積し ているこ と が多く 、 比較的乾燥し にく いこ と

が生育条件と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 生育域の狭小化、 基質であるブナの減少、 生育場所の乾燥化。

（ 執筆者： 冨川　 康之）

●参考文献

今関六也・ 本郷次雄（ 1 9 8 7 ） 原色日本新菌類図鑑（ Ⅰ）． 3 2 5 pp． 保育社， 大阪．
今関六也・ 大谷吉雄・ 本郷次雄（ 2 0 1 1 ） 増補改訂新版 日本のき のこ ． 山と 渓谷社， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 宮崎惠子

準絶滅危惧（ N T ）

ウスキブナノ ミ タ ケ
ハラ タ ケ目ク ヌ ギタ ケ科

M ycen a  sp .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 国内では本県のほか、 青森県、 鳥取県で分布が認めら れており 、 県内

では隠岐の島町の限ら れた地域で確認さ れている。 本種の生息に適し た

環境が変化するこ と で、 県内での絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 子実体は傘と 柄から なり 、 暗下で全体が緑色に発光する。 傘は初め扁

球状、のちに平たい饅頭形と なり 、中央はややへそ状にく ぼむ。 直径7 ー

1 8 mm。 傘上面は初め淡黄白色で中央は暗褐色、 のち 淡黄褐色から 淡

灰褐色と なり 、 湿時に条線を あら わし 、 ゼラ チン 化し て粘性を おびる。

ひだは離生し 、 小ひだがある。 柄は長さ 1 0 ー2 0 mm、 太さ 1 ー2 mm、

白色で表面は微粉状、基部は吸盤状と なる。 胞子は楕円形から 広楕円形、

平滑、 5 .5 ー8 ×4 ー6 µm、 アミ ロイ ド 。

　 亜熱帯性の発光菌であるヤコ ウタ ケと は、 形態や分子生物学的特徴の

違いから 別種と 考えら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 2 0 2 3 年に隠岐の島町の一部地域で確認さ れ、 分布は同町内に限ら れ

ている。 子実体は初夏と 初秋、沢沿いなど湿度が保たれる森林において、

広葉樹の腐朽材上に群生し 、 比較的乾燥し にく いこ と が生育条件と 考え

ら れる。

存続を脅かす原因

　 生育環境の変化、 基質である広葉樹の減少、 生育場所の乾燥化。

（ 執筆者： 冨川　 康之）

●参考文献

宮崎惠子・ 工藤伸一・ 牛島秀爾・ 土屋　 慧・ 小野寺杏仁・ 白石泰志・ 冨川康之・ 長澤栄史（ 2 0 2 4 ） 日本の冷涼な地域で発見さ れたヤコ ウタ ケ様の発光菌について ． 日本菌学会第
6 8 回大会講演要旨集： 6 3 ．
宮崎惠子・ 冨川康之（ 2 0 2 5 ） 島根県で採集さ れたき のこ （ Ⅸ） -2 0 2 1 ～2 0 2 4 年の新規同定種-． 島根県中山間地域研究セン タ ー研究報告， 2 1 ： 3 5 -4 2 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 宮崎惠子

準絶滅危惧（ N T ）

ユキグニヤコ ウタ ケ（ 仮称）
ハラ タ ケ目ク ヌ ギタ ケ科

M ycen a  sp .

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 国内に広く 分布が認めら れているが、 おも にブナの腐朽材上に生育す

るため、 県内では高標高地域に点在するブナ林での発生が多い。 ブナ林

の減少と と も に、 県内での絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 子実体は傘と 柄から な る。 傘は半円形から 腎臓形、 幅1 0 ー2 5 cm。

傘上面は黄橙褐色でやや濃色の小鱗片で覆われている。 ひだは垂生し 、

淡黄色のち 白色と なり 、 幅が広く て2 cmにおよ ぶこ と も ある 。 ひだは

暗下で 緑色に発光する。 柄は太く て 短く 、 長さ 1 ー3 cm、 幅1 ー3 cm、

傘の側方につき 、 環状の隆起帯がある。 柄の内部には暗紫色から 黒褐色

のし みが見ら れ、 こ の点でシイ タ ケ、 ヒ ラ タ ケ、 ムキタ ケなどの類似種

と 区別でき る。 胞子は球形、 平滑、 1 1 .5 ー1 5 µm、 非アミ ロイ ド 。

　 国内でも っ と も 中毒例の多い毒き のこ で、 胃腸系の症状と し て嘔吐、

腹痛、 下痢が多く 、 重篤症状は痙攣、 ショ ッ ク などを起こ す。

県内での生育地域・ 生育環境

　 初秋から 秋の中頃にかけて、 おも にブナの倒木や立ち枯木にたく さ ん

の子実体が重なり 合っ て発生する。 まれにコ ナラ 、 イ タ ヤカ エデなどに

も 発生し 、 シイ タ ケほだ木から の発生も 確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息域の狭小化、 基質であるブナの減少。

（ 執筆者： 冨川　 康之）

●参考文献

今関六也・ 本郷次雄（ 1 9 8 7 ） 原色日本新菌類図鑑（ Ⅰ）． 3 2 5 pp． 保育社， 大阪．
今関六也・ 大谷吉雄・ 本郷次雄（ 2 0 1 1 ） 増補改訂新版 日本のき のこ ． 山と 渓谷社， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 宮崎惠子

準絶滅危惧（ N T ）

ツキヨ タ ケ
ハラ タ ケ目ツキヨ タ ケ科

Om p h a lo tu s ja p o n icu s

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 国内に広く 分布が認めら れており 、 2 針葉のマツ属と 共生すると さ れ、

県内ではおも に海岸砂丘地に造成さ れた防風ク ロマツ 林に分布する。 ク

ロマツ林の減少による分布域の狭小化のため、 県内での絶滅が危惧さ れ

る。

概　 　 要

　 子実体は傘と 柄から なる。 傘は初め饅頭形、 のち 中高の平ら に開き、

直径5 ー1 0 cm。 傘上面は淡黄色で、 中央部にし ばし ば小鱗片を 生じ 、

湿時に粘性がある。 ひだは湾生または離生、帯緑黄色、密。 柄は長さ 4 ー

7 cm、太さ 7 ー1 5 mm、表面は繊維状で淡黄色。 胞子は広楕円形、6 .5 ー

8 ×4 .5 ー5 µm、 非アミ ロイ ド 。

　 子実体全体が鮮やかな黄色のため見つけやすく 、 風味と 歯ごたえに優

れた食用き のこ と さ れてき たが、 海外の近縁種で中毒事例があり 、 近年

では本種を毒き のこ と 表示する図鑑も ある。 子実体の形態がよく 似たキ

シメ ジは、 苦みがある点で区別さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では東部地域の海岸ク ロ マツ 林において分布が確認さ れている。

子実体は晩秋から 初冬にかけて、 落葉や腐植を持ち上げる よう にし て発

生し 、 散生または群生する。

存続を脅かす原因

　 生息域の狭小化、 共生関係にあるク ロマツ（ 林） の衰退。

（ 執筆者： 冨川　 康之）

●参考文献

今関六也・ 本郷次雄（ 1 9 8 7 ） 原色日本新菌類図鑑（ Ⅰ）． 3 2 5 pp． 保育社， 大阪．
今関六也・ 大谷吉雄・ 本郷次雄（ 2 0 1 1 ） 増補改訂新版 日本のき のこ ． 山と 渓谷社， 東京．
環境省自然環境局生物多様性セン タ ー（ 2 0 2 5 ） いき も のロ グ／レ ッ ド リ スト ・ レ ッ ド データ ブッ ク ． http s ://ik ilo g .b iod ic .g o .j p /Rdb/book lis t，（ 2 0 2 5 年9 月1 6 日閲覧）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

情報不足（ D D ）撮影者（ 提供者）： 宮崎惠子

準絶滅危惧（ N T ）

シモコ シ
ハラ タ ケ目キシメ ジ科

Trich o lom a  au ra tu m

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 国内では本州以南で認めら れており 、 分布はまれで、 各分布域は狭小

である。 ク ロ マツと 共生するため、 県内ではおも に海岸砂丘地に造成さ

れた防風ク ロ マツ林に分布する。 ク ロマツ林の減少による分布域の狭小

化、 さ ら に本種の生息に不適な林地土壌の富栄養化が進み、 県内での絶

滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 子実体は地中ある いは半地中に生じ 、 球形から 類球形で、 直径1 ー3  

cm。 表面は幼菌時の白色から 徐々に褐色に変わる。 傷付けても 淡赤紫

色に変色し ないが、 水酸化カ リ ウム水溶液を付けると 赤紫色に変色する

こ と がショ ウロと の明ら かな相違点である。 し ばし ば、 子実体表面にま

と い付く 菌糸束がみら れる。 内部は淡黄色のち 褐色で、 不快臭がある。

胞子は7 ー1 2 ×3 .5 ー5 µm、 油球がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の海岸ク ロマツ林のう ち、 限ら れた地点においてのみ分布が確

認さ れている。 子実体は落葉や腐植が堆積し ていない砂質土壌に発生す

る。 ショ ウロより も 発生頻度は低い。

存続を脅かす原因

　 生息域の狭小化、 共生関係にあるク ロマツ（ 林） の衰退、 生育土壌の

富栄養化。

（ 執筆者： 冨川　 康之）

●参考文献

今関六也・ 本郷次雄（ 1 9 8 9 ） 原色日本新菌類図鑑（ Ⅱ）． 3 1 5 pp． 保育社， 大阪．
京都府自然環境保全課（ 2 0 1 5 ） 京都府レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 5 ． h ttp s ://w w w .p re f.k y o to .j p /k a nk y o/rd b/，（ 2 0 2 5 年9 月1 6 日閲覧）

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

情報不足（ D D ）

準絶滅危惧（ N T ）

ホンショ ウロ
イ グチ目ショ ウロ科

Rh izo p o go n  lu teo lu s

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
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選定理由

　 国内に広く 分布が認めら れているが、 各分布域は狭小である。 ク ロマ

ツと 共生する ため、 県内ではおも に海岸砂丘地に造成さ れた防風ク ロマ

ツ林に分布する。 ク ロマツ林の減少による分布域の狭小化、 さ ら に本種

の生息に不適な林地土壌の富栄養化が進み、県内での絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 子実体は地中または半地中に生じ 、 球形から 類球形で、 直径1 .5 ー3 .5  

cm。 表面は白色から 淡黄褐色を 経て、 淡紫褐色に変わる。 傷付ける と

淡赤色に変色する。 内部は幼菌時に白色で芳香があるが、 徐々に黄土色

から オリ ーブ色と なり 、 成熟すると 不快臭と なる。 胞子は長楕円形、 平

滑、 8 ー1 0 ×3 .5 ー4 µm、 油球があり 、 非アミ ロイ ド 。

　 子実体は特有の芳香が好まれ、 優秀な食用き のこ と さ れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 まと まっ た分布域は島根半島西岸の海岸ク ロマツ林で、 こ のほか矮小

な海岸ク ロマツ林に発生する。 ク ロマツのみが生育するよ う な、 乏し い

植生が生息適地である。 子実体は晩秋と 初春、 落葉や腐植が堆積し てい

ない砂質土壌に発生するが、し ばし ば未分解の落葉層下面にも みら れる。

存続を脅かす原因

　 生息域の狭小化、 共生関係にあるク ロマツ（ 林） の衰退、 生育土壌の

富栄養化。

（ 執筆者： 冨川　 康之）

●参考文献
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選定理由

　 国内に広く 分布が認めら れており 、 マツ科樹種と 共生するため、 県内

では海岸砂丘地に造成さ れた防風ク ロマツ林と 山地のアカ マツ林に分布

する。 マツ林の減少による分布域の狭小化のため、 県内での絶滅が危惧

さ れる。

概　 　 要

　 子実体は傘と 柄から なる。 傘は初め丸山形、 のち扁平に開き 、 中央は

ややく ぼみ、 縁は波状と なる 。 直径5 ー1 5 cm。 傘上面はな めし 皮質、

淡い材木色で、 縁は白色。 傘下面は針状で、 針の長さ は5 ー8 mm、 初

めは白色、 徐々に材木色と なり 、柔ら かい。 柄は長さ 2 ー3 cm、太さ 1 ー

1 .5 mm、傘より も 濃色。 胞子は類球形、表面に刺状の突起があり 、3 .5 ー

5 µm、 非アミ ロイ ド 。

　 子実体はヒ ノ キのよう な爽やかな香り と 、 独特の歯ごたえのある食用

き のこ である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では東部地域の海岸ク ロマツ林と 、 県東部飯南町のアカ マツ林で

分布が確認さ れている。 子実体は秋季に、 落葉や腐植を持ち 上げるよう

にし て群生する。

存続を脅かす原因

　 生育域の狭小化、 共生関係にあるアカ マツと ク ロマツ（ 林） の衰退。

（ 執筆者： 冨川　 康之）

●参考文献
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選定理由

　 国内における分布は比較的まれである。 県内ではマツが生育する限ら

れた地域においてのみ分布する。 マツ林の衰退により 、 県内での絶滅が

危惧さ れる。

概　 　 要

　 子実体は傘と 柄から なる。 傘は丸山形で、 のちに平ら に開き 、 ほぼ円

形で、 直径2 ー8 cm。 傘上面は濃青藍色で、 粘性を 帯びる が、 乾く と 光

沢をあら わす。 肉は白色で、やや苦みがある。 傘下面は白色、管孔状で、

柄に長く 垂生する。 柄は白色、 中心生から 偏心生で、 長さ 3 ー6 cm、 太

さ 5 ー1 2 mm。 胞子は楕円形、 無色、 平滑、 4 .5 ー5 ×4 µm。

　 国内では北海道、 本州、 四国において、 マツを 交えた雑木林の地上に

発生する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部飯南町のアカ マツと 広葉樹が混交する 林地において、 2 0 0 4 年

に子実体1 個体が確認さ れたのみである。

存続を脅かす原因

　 生育域の狭小化、 共生関係にあるアカ マツ（ 林） の衰退。

（ 執筆者： 冨川　 康之）
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